
 「教員の1⽇8時間労働の実現を」残業代裁判を起こした⽥中まさおさんが進める“働き⽅改⾰”とは 

 ⼩学校3割超、中学は約6割の先⽣が過労死ライン超え 

 「教員にも残業代を︕」と裁判を起こしたものの、2023年3⽉上旬、敗訴が決定した⽥中まさおさん  （仮名）。 
 同⽉末の記者会⾒では「第2次訴訟」にチャレンジすると宣⾔しましたが、実は裁判以外でも時間外労働を減らす活動を続けて 
 います。 

 時間外勤務を減らしたいと思い、20年3⽉にはアクションを起こすことにしました。 
 校⻑や教育委員会に⾔っても、⾸を横に振られたらおしまいです。そこで私は、地元の市役所に訴えに⾏くことにしました。 
 現役の教員が⾏政に訴えるのは容易なことではありません  。相当な覚悟が必要です。私はそれでも⾃分の勉強だと思っ  て決⼼ 
 しました。 

    市役所で紹介されたのは、「公平委員会」で  した。私たち地⽅公務員が困っていることを解決して  くれる場です。私の申し 
 ⽴てを公平委員が審査し、担当者が教育委員会と交渉してくれるとのことでした。 

 働き⽅が変わる︖ 全国の教員のみなさんもトライを 

  公平委員会に申し⽴てたのは、われながらグッドアイデアでした。ただし問題は、⾃分が今いる学校しか変わらない⼼配が 
 あるということです。  公平委員会は職員個⼈の苦情に対応する場所なので、私が勤務する学校限定で対策を促す  と聞いていま 
 す。そうすると、隣の学校にまで影響を及ぼすことはできません。公平委員会は全国各地の⾃治体にあるはずです。  ⾃分の学 
 校の働き⽅を変えたい教員の⽅は、ぜひ相談してみるといい  と思います。 

  もちろん、相談しても必ずうまくいくとは限らないでしょう。私が今いる学校は、校  ⻑が「時間外勤務は減ら  すべきだ」と 
 いう私の考えを理解してくれています  。また、私の裁判のことを知っているので、「法律を守らないとうるさく  ⾔われる」と 
 思っているのかもしれません。いずれにしても試してみる価値はあると思います。 

 ⽥中まさお⽀援事務局公式Twitter→  https://twitter.com/1214cfs 

 ↓以下の記事から抜粋 

 https://fumufumunews.jp/articles/-/23759?page=3 
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